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 私がなぜ心理について学ぼうと思ったか。10 代の私は自分に自信が持てず

「自分」がわからなくなっていました。なぜ悩んでしまうのか。傷ついてしま

うのか。どうすれば人と上手くやれるようになるのか。心とは何なのか。人と

は。いのちとは。生きるとは。自分はどう生きていけばいいのか。あのしんど

さは一体何だったのか、それを解明したいと思ったのが理由の一つでした。 

 心理学を学ぶとき、最初は特に「自分と出会う、自分に向き合う」作業をた

くさんします。知らなかった自分に気づくこともあり、それは目が覚めるよう

に世界が明るく広がるように思うこともあれば、つらくて苦しくてぐったりと

疲れてしまうこともあります。自分の中の認めたくない部分や弱さも受け入れ

ていくことで少しずつ「私も頑張ってきたよね」、そして「私は私のままでい

てもいい」と思えるようになりました。自分を認め、許せたことで、他の人も

いろんな経験があり、それぞれの考えや気持ちがある「誰もがかけがえのない

1 人」なのだと、受け止め、尊重できるようになりました。自分を嫌いだった

とき、私は人が怖かったです。でも今の私は昔よりはずっと、自分自身との関

わり方や、周りの人たちとのより温かなコミュニケーションへのヒントを得て

いるように思います。まだまだわからないことや失敗も葛藤もあり、修行と研

さんが続くのですけれど。結局私は「やっぱり人が好き」なのだと思います。 

大学のどの学問やどの分野でも同じですが「知りたい、もっと知りたい、も

っと学びたい」という気持ちが皆さんを深く広く育ててくれると思います。こ

れからの皆さんの世界が大きく開けていくよう、相談室から応援しています。 

スクールライフアドバイザー 岡本 綾 

 

★スクールライフアドバイザー来校予定日（１２：００～１８：００） 

  １月１８日（木）・２３日（火）・２５日（木）・３０日（火） 

２月１日（木）・８日（木）・1３日（火）・１５日（木）・２０日（火） 

★メールアドレス  kawamin_chuosoudansitu@school.esnet.ed.jp 

★生徒の皆さんだけでなく、保護者の皆様も、気軽に利用し 

 てください。なお、メールの返信は遅れるかもしれません 

 が、スクールライフアドバイザーが必ず返信します。 

mailto:kawamin_chuosoudansitu@school.esnet.ed.jp


ヤングケアラー ～こども時間は、あなたの宝物～ 

お家でこんなことしていませんか？ 当てはまるあなたは、ヤングケアラー

かもしれません。ヤングケアラーとは、家族のために、大人がするような家事

や家族の世話などを日常的にしているこどものことです。 

家族の手伝い・手助けをするのは、とても素晴らしいことです。あなたにとっ

て、「ふつうのこと」かもしれません。でも、生活に影響が出たとき、こころ

やからだがしんどいときは、すこし注意が必要です。 

 

１ 身近な人に伝えてみよう！ 

学校の先生、友達、親戚の人などに伝えてみよう。  

２ ラインや電話で相談しよう！ 

(1)こども・子育てらいん相談@まつやま     こども・子育てらいん↓ 

     毎週月・木・土 17:00～21:00 

(2)ヤングケアラーほっとらいん (089)943-3300 

     月～金 8:30～21:00  土・日・祝 8:30～17:00 

３ ヤングケアラーオンラインサロンに参加してみよう！ 

家族のこと、学校のこと、進路のこと、ヤングケアラーに関するイロイ

ロ、「家族のケア」をしてきた先輩の体験談、聴いてみませんか？ 大学

生とトークゲスト（髙橋唯さん）の座談会の様子を YouTube にて限定

配信します。視聴希望者は申込みが必要です。（参加無料） 

日時：2024 年１月 27 日（土）13：00～14：30 申込みはこちら↓ 

連絡先：わかちあいオンラインサロン事務局 

           TEL(089)－921-0890 

参照：『まつやまヤングケアラーハンドブック』（松山市） 


